





















































































































































⑥ ② ③ ④ ⑤ 無回答
31 15 30 15 8 7


















































3年 29 33 6 4 0 3





































































































⑪ ② ③ ④ ⑤ 無回答
8 5 6 6 3 0
















⑪ ② ③ ④ ⑤ 無回答
3年 8 6 4 4 5 1
文系 29％ 21% 14％ 14％ 18％ 4％
3年 13 15 15 9 18 5













































































































E 6 20 3 17 46
K 3 1 4
E,K 1 1 2
4 4 5 1 10
E,4 7 16 9 32
K,4 1 2 3
E,K,4 0
7 1 5 6 5 17




E,4,7 1 2 1 4
K,4,7 1 1
E,K,4,7 1 1
無回答 1 4 3 2 11
計 30 76 28 75 210
正解は，回と回で，対偶命題を考えると容易に
読み取れるのであるが，それが使えていないので間
違える。正答率は37%(77/210)である。現状では，
日常の思考の中で，数学が十分に活かせているとは
言えない。
s授業における扱い
授業において，問題と解答例を示し，その答案に
ついて生徒に評価させる。まず，10点満点で点数を
つけるとすれば何点か，ということで，今回の調査
のように，5つの選択肢
①10点②8～9点③6～7点
④4～5点⑤3点以下
から選んで回答する。そのあとで，どこに問題があ
るのか，正解はどうなるのか，の順に考えさせ，回
答させる。どこに問題があるのか，ほとんどの生徒
がわからない場合もあり，グループで考えさせたり
しながら進めている。多くの生徒は，このような視
点を持っていないので，単に解答を考えたり解答を
理解したりするのとは違う視点で取り組めている。
答案を評価させることで，答案の書き方の指導がで
きるので，効果的である。
今回の調査で扱った問題のうち，問題番号1～4
および設問2については，2年生において，すでに
1回扱っているのであるが，それでもこういう結果
になっているということを考えると，今回の内容は
それだけ難しいということであろう。このような具
体例を増やし，授業で取り組むことによって，いろ
いろな数学的な見方や考え方を養ってほしいもので
ある。
4おわりに
人間の思考過程を読み取ることは難しい。また，
指導する側が期待しているような思考をさせること
も難しい。問題を解く過程において，自ら気づくこ
とが難しかったり，うやむやのままで済ませてしま
っていたりするケースを取り上げて問題化した。そ
れが今回取り上げた問題と解答であり，その誤答例
を通して，理解を深めることをねらった。答案に対
する生徒の評価では,答案に誤りがあるにもかかわ
らず正解としている生徒が多い。内容について’十
分に理解されていなくて，答えが出ればそれでよし
と考えているのではないかと思えてしまう。問題を
解決していく過程で，どのようなことを考えながら
取り組んでいくことが問題の解決につながるのか，
また理解を深めることにつながるのか。答案を評価
させる他に，発問の内容によって，新たな思考の方
向性を与えたり，理解を深めることにつながったり
するはずである。
例えば，「関数八")="3+3""+6("'6は定数）
において……」という問題に対して，生徒はそのグ
ラフをどこまでイメージして問題に取り組んでいる
のであろうか。問題を解くに当たり，関数ツー火勿）
－29－
のグラフが，点(0,6)に関して対称であることを
意識してほしい｡ある授業で,次のような発問をした。
発問
ツー Z3＋3α勿十6のグラフとして，考えられるも
のを次の①～⑥の中から選びなさい。
発問として，「関数久勿)＝Z3＋3α勿+6のグラフ
には，どのような特徴があるか」と直接聞くことも
1つの方法であるが，グラフのイメージが全く掴め
ていない生徒には,問われている意味が伝わらない。
先のような発問の方が，具体的で考えやすく，意図
していることが伝わりやすいのではないかq生徒に
深く考えさせたり，理解を深めたりするための問題
と，それに対する設問，授業での展開や発問など，
まだまだ詞すべきことがたくさんあるように思われ
る。
今回，生徒の状況を把握するために行った調査に
おいて，そのデータが十分に分析できてない。理解
を深めるための教材例と言いながら，どの程度理解
が深まったかについての調査も不十分である｡今後
は，生徒の理解度，理解の深まりの程度を数値化す
る方法を検討し，今回のテーマに沿った教材の作成
と発問や問いについて，さらに研究を進めていきた
いo
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